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ミズアオイՊのミズアオイ P onted eria 

k ors ak ow ii 	3eHeM et .aaDL
 .�PeMM� 
et C�/�HPrn は，পや水田などに生
育するந水性の一年草である（田中 
2015）。北ւಓ～۝भ，東アジアに分
෍する（田中 2015）。日本では 8 ～
10 月に開Ֆし，多数のՖが૯ঢ়Ֆং
にͭく。ミズアオイはՖபがӈにҐஔ
するՖとࠨにҐஔするՖの 2 種ྨのՖ
をணける૾ڸՖப性という特徴を持ち

（図 -1 ࢓஬によるҟՖ受คのࠛ，（ࠨ
組みとしてಇくことでෆ完શではある
がࣗ৩回ආ機ߏを持ͭ（8anH et al� 
1995ʀᔉら 1996aʀ౻໺ら 2016）。
ミズアオイは，ݹくからจݙにもه録
されており，日ޫ東রٶやٱ能山東র
にはミズアオイをモνーフとしたಁٶ

かしூりやֆがଘࡏする（図 -2，-3，
-�）。

コナΪ P onted eria v aginalis  #urm�G� は，
水田や஑に生えるந水性の一年草で，
ミズアオイとྨࣅするがશ体に小ܕ
である（ࠤ஛ 1982ʀ田中 2015ʀ図
-1 ӈ）。北ւಓೆ෦～ླྀٿ，アジア～
オーストラリアに分෍し，北アメリカ
とϤーロッύにؼԽしている（ઙҪ
2015ʀ田中 2015）。日本での開Ֆ期
は 8 ～ 10 月である（田中 2015）。本
種も૾ڸՖப性のՖをணけるが，開์
Ֆが開Ֆ前受คをߦう上にด࠯Ֆもண
けるため΄΅ࣗ৩性である（8anH et 

al� 1995ʀᔉら 1996a）。たͩし開์
Ֆは開Ֆ前受คによってશてのᡢचが
受ਫ਼しておらず，開Ֆ後のଞՖ受ਫ਼に
よる種子生産も可能であることが指ఠ
されている（今ઘɹ 2010）。

本ߘでは，一年生水田޿葉雑草であ

るミズアオイとコナΪの 2 種にͭい
て，ֶ໊，防除，४ઈ滅ةዧ種，࿇田
における生育，Ҩ఻的多༷性のࢹ点か
ら解説する。

ֶ໊のϙϯςσϦΞଐ΁の
૊Έସ͑

ミズアオイՊ植物は୯子葉植物の比
較的小さな水生植物からなるՊであ
る。൚೤ଳに޿く分෍し，多༷性の
中心である新೤ଳ区には 70� の種が
分෍している（PeMMeHrini and HPrn 
2017）。ミズアオイՊにはこれまで計
30 ଐがࡌهされてきたものの，その
中のホテイアオイଐおよͼアメリカ
コナΪଐは୯系౷܈ではないことが
推࡯されており（EDLenXaMder and 
#arrett 1986），分ྨֶ的ݕ࠶౼が必
要であった。

近年では，被子植物の塩ج഑ྻ৘報
にͮجいた AP( 分ྨ体系（AnHiPsQerm 
PhZMPHenZ (rPuQ 2016）が޿く࠾用
されている。以前は，進Խの指ඪとし
たՖหの数や子葉の数などの特定のڞ
有࣭ܗをもとに分ྨ܈をまとめていた
が，AP( 分ྨ体系では，ڞ通૆ઌか

ϛζΞΦΠとίφΪͷֶ໊と
Ҩ఻తଟ༷ੑ

ਤ ��　ϛζΞΦΠʢࠨʀ஛಺ࡱࢠࢬࠤӨʣͱίφΪʢӈʣͷ২෺ମͱՖ

;͡ͷ͘ʹ஍࢙ڥ؀ٿϛϡʔδアϜ
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ਤ ��　��೔ޫ౦রࠃٶๅ౦੢ճ࿓ʹ͓͚Δϛ
ζΞΦΠͱΧϞΛϞνʔϑʹͨ͠ಁ
͔͠ூΓʢࢁ܀༝ՂࡱࢠӨʣ

ਤ Δ೾ɼϛζΞΦ͚͓ʹٶ౦রࢁೳٱ��　��
ΠɼηΩϨΠΛϞνʔϑʹͨ͠ಁ͔
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ΞΦΠͱΦϞμΧͷֆʢࢁ܀༝Ղࢠ
Өʣࡱ
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ら༝དྷするすべての子ଙを含Ήʮ୯系
౷܈ʯを分ྨ܈とする（༢田 2019）。
そのため，ྫえば農ߞ地のओ要雑草を
多数含ΉچΰϚノϋグサՊは୯系౷܈
ではないことが໌らかとなり，複数の

（୯系౷の）Պに分ׂɾ࠶ฤされてい
る（༢田 2019）。

ミズアオイՊの系౷解ੳの結果で
は，ミズアオイଐおよͼϙンテσリ
ア（P onted eria）ଐはそれぞれ୯系౷
であった一ํ，ホテイアオイଐは܈
ඇ୯系౷܈であった（PeMMeHrini et al� 
2018）。そのため，ミズアオイଐおよ
ͼホテイアオイଐがϙンテσリアଐに
合一されて，چ 3 ଐによる୯系౷܈
をߏ成することとなった。ϙンテσリ
アଐがج४ଐとなった理༝は，これ
ら 3 ଐの中で最もࡌهがૣく༏ઌݖ
があるためである。同༷に，ミズアオ
イՊのアメリカコナΪを含Ήクレーυ
も H yd rotherix ଐ お よ ͼ S chollerops is

ଐがアメリカコナΪଐに合一されて
一ͭのଐとなっている（PeMMeHrini 
2017）。 以 上 か ら， ミ ズ ア オ イ Պ
は，アメリカコナΪଐとϙンテσリ
ア ଐ の 2 ଐ と な っ た。PeMMeHrini et 

al�（2018）のݟ解にͮجく日本に産
するミズアオイՊ植物のֶ໊はද -1
の通りである。

46 ఍߅性と๷除

水田雑草では，1990 年୅からアη
トೕࢎ合成߬ૉ（ALS）阻害剤のͻと
ͭであるスルホニルウレア系除草剤に
対する抵抗性（SU 抵抗性）が問題と

なったが，ミズアオイは日本で初めて
SU 抵抗性が確認された種である（ݹ
原ら 1996）。ミズアオイは，北ւಓ
およͼ東北地域で水田雑草として防除
対象となる一ํ，ؔ東以੢では水田に
発生することはكで水࿏や࣪地などに
生育し，レッυσータϒック（ڥ؀省 
2015）で४ઈ滅ةዧ植物に選定され
ている。

近ԑ種コナΪにおいても SU 抵抗
性が報ࠂされており（小ߥҪɾ৿田 
2002ʀ今ઘ 2010），コナΪの ALS Ҩ
఻子มҟを調べた研究により，抵抗性
มҟのҟなる複数の系౷がଘࡏするこ
とから，֤地でಠཱにԿ度も SU 抵抗
性が出現している可能性がࣔࠦされて
いる（稲֞ら 2008）。ଞํ，コナΪ
は 1950 年୅前൒に日本に初めての除
草剤 2,�-D が導ೖされる以前は水田
の最ڧ害雑草のͻとͭであったよう
に（ॅ٢ら 2011），除草剤を施用し
ない水稲有機栽培においても難防除雑
草となる。水稲有機栽培で用いられる
ถ͵か施ංは౔৕༹ӷの電ؾ఻導཰

（EC）を上ঢさͤ，EC が上ঢすると
コナΪ種子の発ժ抑੍がҾきىこされ
る（/P[Pe et al� 2012）。そのため，
機ց除草およͼถ͵かࢄ෍を組み合わ
ͤてコナΪ等を抑草する水稲有機栽培
体系の確ཱが試みられている（ࡾӜら 
2015）。このように，ߦ׳栽培と有機
栽培の྆ํにおいて，現ࡏでもコナΪ
は難防除水田雑草であり続けている。

४ઈ໓ةዧछとͯ͠のϛζ
ΞΦΠと᎟ཚ

コナΪが水田の難防除雑草であり続
けているにもかからず，ミズアオイは
ؔ東以੢で水田に発生することがك
で，ڥ؀省（2015）では४ઈ滅ةዧ
植物に選定されている。ミズアオイの
田Խとסগ要Ҽにͭいては，ะ場のݮ
ALS 阻害剤の施用やそのଞの複合的
な要Ҽが指ఠされているが，ミズアオ
イͩけが水田からݮগする理༝にͭい
てはະͩに໌շに説໌しきれていない

原らݹ） 2011）。
水田雑草の種子ण໋は಺౻（1981）

の定ٛによるৗ໋種子（3 ～ 15 年）
から長໋種子（15 年以上）まで種
によって༷ʑにҟなるが（ॅ٢ら 
2011），コナΪの種子は౔中で 17 年
間の生ଘが確認されていることから

（小ߥҪら 1998），長໋種子にあたる。
ミズアオイもຒ౔種子ूஂをܗ成する
ことから（ݹ原ら 2011），2 種のຒ
౔種子のण໋が長いことは水田や࣪地
などにおけるىߞ，୅かき，ߑ水など
の᎟ཚに適Ԡした生ଶ的特性をදして
いるとߟえらえる。

ྫえば，かͭて（1958 年ࠒ）੩Ԭ
県੩Ԭࢢຑ機পपลの水田にはミズア
オイが生育していた（前島ঁݻɹࢲ
৴）。ຑ機পはຒめཱてによるߞ地੔
උにより水田となったが，ຑ機がҐ
ஔする೹川水系が൙ཞした 197� 年 7
月 7 日のࣣ༦߽Ӎ以降は༡水地事ۀ
にస׵がなされ，࣪生植物やௗྨが؍

和名 従来 Pellegrini et al.  2018の見解

アメリカコナギ Heteranthera limosa  (Sw.) Willd. Heteranthera limosa  (Sw.) Willd.

ヒメホテイアオイ Heteranthera reniformis Ruiz et Pav. Heteranthera reniformis Ruiz et Pav.

ツルアメリカコナギ Heteranthera zosterifolia Mart. Heteranthera zosterifolia Mart.

ハイホテイアオイ Eichhornia azurea  (Sw.) Kunth Pontederia azurea Sw.

ホテイアオイ Eichhornia crassipes (Mart.) Solms Pontederia crassipes Mart.

ミズアオイ Monochoria korsakowii Regel et Maack Pontederia korsakowii (Regel et Maack) M.Pell. et C.N.Horn

コナギ Monochoria vaginalis (Burm.f.) C.Presl ex Kunth Pontederia vaginalis Burm.f.

ナガバミズアオイ Pontederia cordata L. Pontederia cordata L.

表-1．日本に生育するミズアオイ科植物の学名ද��　�೔ຊʹੜҭ͢ΔϛζΞΦΠՊ২෺ͷֶ໊
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用され׆できる多໨的༡水地として࡯
ている。ຑ機༡水地では，࣏水޻事に
よる۷りฦしにより 1996 ～ 1999 年
にかけてミズアオイの大܈མが出現し
た（図 -5）。そこで，᎟ཚґଘ種であ
るミズアオイのอશを໨的に，2000
年には省力的な᎟ཚํ๏として࣪地ϒ
ルυーβを׆用したอશが試みられた

（稲֞ら 2007）。現ࡏでも，ߦ੓とຑ
機ウエットランυクラϒなどのࢢຽに
よって，ख作ۀによるىߞなどの᎟ཚ
により，ミズアオイ܈མがҡ持ɾอશ
がߦわれている。同地では現ࡏのอશ
場所以֎でも᎟ཚがىきるとミズアオ
イの小ूஂの出現とফࣦが確認される
ことからも，多くのຒ౔種子がଘࡏし
ているとߟえられる。また，2011 年
の東日本大震災において津波の被害を
受けた東北 3 県のւ岸෦では，津波
被害後にミズアオイをはじめとするر
গ種が࠶生した事ྫが複数報ࠂされて
いる（ྫえば，島田 201�）。これら
の場所の中には，ݩʑミズアオイの生
育が確認されていなかった地点も多
く，津波の᎟ཚによってຒ౔種子から
出現したとߟえられる（島田 201�）。
ミズアオイにはこうした᎟ཚにґଘし
た生ଶ的特性が認められる。

࿇ాとߞٳ࿇ాʹੜҭ͢Δ
ϛζΞΦΠ

ミズアオイは現ࡏではؔ東以੢の水田
で発生することはكであるが，࿇田およ
ͼߞٳ࿇田で発生する事ྫを঺հする。

ຑ機༡水地पลの࿇田には，ミズア
オイが生育している。࿇田におけるミ
ズアオイの防除は，܀山༝Ղ子（ࢲ৴）
の࿇ࠜ農Ո΁の聞き取りによれば，ʮレ
ンコンが除草剤にऑいから，雑草はख
でൈかなきΌなΜͶえからえらい（大
ม）ͩ よ。Ն前に草取りするͩけえが，
ϋスの葉がえかく（大きく）なっちΌ
うと中΁΁えられにΌあ（ೖられない）
から，取り࢒しがあるとळにミズアオ
イのՖが࡙くͩよʯという話を࢕えて
いる（図 -6）。また，ຑ機のผの࿇ࠜ
農Ոからは，ʮミズアオイを࿇田の۱
にわ͟と࢒し，ळにמり取ってニワト
リのӤにしていたこともあるʯという
ূ言もある（܀山༝Ղ子ɹࢲ৴）。ຑ機
の࿇田ではటがਂいことから機ցԽが
できずに作ۀの大มさのため後ऀܧが
っており，࿇ࠜ農Ոは 20 ਓ΄どでݮ
ある（੩Ԭ新聞 2003）。かͭて 15 ha
΄どあった࿇田は，ಓ࿏用地になった
り౔地վྑが進Μͩりして現ࡏでは 2 
ha にݮগしている（੩Ԭ新聞 2003）。

レンコンの栽培面ੵがશࠃ 1 Ґ（1,660 
ha）であるҵ৓県においても（農林水
産省 2019），բϲӜपลの࿇田およ
ͼߞٳ࿇田にミズアオイが発生する

（高໦ら 2016，஑田໌ߒɹࢲ৴）。ミ
ズアオイのݸ体数は，栽培中の࿇田で
はগないものの（図 ࿇田にߞٳ，（7-
はたくさΜ出現するため（図 ٳ，（8-
として機能してݯڅڙ࿇田が種子のߞ
いるものとߟえられる（஑田໌ߒɹࢲ
৴）。なお，࿇田で登録されている除
草剤は૶ྨを除草するときに用いる
AC/ 剤（モゲトンジϟンϘ，Ϟήτ
ϯཻࡎ）のみである。

Ҩ఻తଟ༷性

ミズアオイとコナΪにおけるアイι
βイムมҟの研究から，ෆ完શではあ
るがࣗ৩回ආ機ߏを持ͭミズアオイू
ஂは大きなҨ఻的多༷性を持ͭ一ํ，
΄΅ࣗ৩性のコナΪではҨ఻的มҟが
গないことが報ࠂされている（8anH 
et al� 1995ʀ ᔉ ら 1996a）。 ଞ ํ，

ਤ ��　��੩Ԭݝ੩ԬࢢѮ۠ͷຑػ༡ਫ஍ʹ͓
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用され׆できる多໨的༡水地として࡯
ている。ຑ機༡水地では，࣏水޻事に
よる۷りฦしにより 1996 ～ 1999 年
にかけてミズアオイの大܈མが出現し
た（図 -5）。そこで，᎟ཚґଘ種であ
るミズアオイのอશを໨的に，2000
年には省力的な᎟ཚํ๏として࣪地ϒ
ルυーβを׆用したอશが試みられた

（稲֞ら 2007）。現ࡏでも，ߦ੓とຑ
機ウエットランυクラϒなどのࢢຽに
よって，ख作ۀによるىߞなどの᎟ཚ
により，ミズアオイ܈མがҡ持ɾอશ
がߦわれている。同地では現ࡏのอશ
場所以֎でも᎟ཚがىきるとミズアオ
イの小ूஂの出現とফࣦが確認される
ことからも，多くのຒ౔種子がଘࡏし
ているとߟえられる。また，2011 年
の東日本大震災において津波の被害を
受けた東北 3 県のւ岸෦では，津波
被害後にミズアオイをはじめとするر
গ種が࠶生した事ྫが複数報ࠂされて
いる（ྫえば，島田 201�）。これら
の場所の中には，ݩʑミズアオイの生
育が確認されていなかった地点も多
く，津波の᎟ཚによってຒ౔種子から
出現したとߟえられる（島田 201�）。
ミズアオイにはこうした᎟ཚにґଘし
た生ଶ的特性が認められる。

࿇ాとߞٳ࿇ాʹੜҭ͢Δ
ϛζΞΦΠ

ミズアオイは現ࡏではؔ東以੢の水田
で発生することはكであるが，࿇田およ
ͼߞٳ࿇田で発生する事ྫを঺հする。

ຑ機༡水地पลの࿇田には，ミズア
オイが生育している。࿇田におけるミ
ズアオイの防除は，܀山༝Ղ子（ࢲ৴）
の࿇ࠜ農Ո΁の聞き取りによれば，ʮレ
ンコンが除草剤にऑいから，雑草はख
でൈかなきΌなΜͶえからえらい（大
ม）ͩ よ。Ն前に草取りするͩけえが，
ϋスの葉がえかく（大きく）なっちΌ
うと中΁΁えられにΌあ（ೖられない）
から，取り࢒しがあるとळにミズアオ
イのՖが࡙くͩよʯという話を࢕えて
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産省 2019），բϲӜपลの࿇田およ
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はগないものの（図 ࿇田にߞٳ，（7-
はたくさΜ出現するため（図 ٳ，（8-
として機能してݯڅڙ࿇田が種子のߞ
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ஂは大きなҨ఻的多༷性を持ͭ一ํ，
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গないことが報ࠂされている（8anH 
et al� 1995ʀ ᔉ ら 1996a）。 ଞ ํ，

ਤ ��　��੩Ԭݝ੩ԬࢢѮ۠ͷຑػ༡ਫ஍ʹ͓
͚ΔϛζΞΦΠͷੜҭঢ়گʢࢁ܀༝
ՂࡱࢠӨʣ

ਤ ��　��੩Ԭݝ੩ԬࢢѮ۠ͷຑػ༡ਫ஍पล
ͷ࿇ాʹ͓͚Δ͋͞͸ͨ࿇ࠜͷऩ֭
ͷ༷ࢠͱϛζΞΦΠͷੜҭʢ����
೥ ��݄ ��೔ʀࢁ܀༝ՂࡱࢠӨʣ

ਤ ��　��ҵ৓ݝҴෑ܊Ѩݟொնށपลͷ࿇ా
ʹੜҭ͢ΔϛζΞΦΠʢ���� ೥ �
݄ ��೔ʀ஑ాߒ明ࡱӨʣ

ਤ ��　��ҵ৓ݝҴෑ܊Ѩݟொնށपลͷߞٳ
࿇ాʹੜҭ͢ΔϛζΞΦΠʢ����
೥ �݄ ��೔ʀ஑ాߒ明ࡱӨʣ

ૣ઒ɾ಺໺：ϛζΞΦΠͱίφΪのֶ໊ͱҨ఻తଟ༷ੑ　21

AFLP 解ੳから，コナΪूஂにおいて
もҨ఻的に୯一なूஂのみではなく，
Ҩ఻的に཭れたݸ体が混ࡏするूஂも
ଘࡏすることがࣔされている（今ઘ 
2010）。さらに，྆種は，ܗଶ的特性
およͼ日長൓Ԡ特性にؔして，Ң度が
高くなるに伴って草ৎ，Ֆংの有Ֆ෦
分の長さ，Ֆܪ長，葉ฑ長が小さくな
り，開Ֆがૣくなるという࣭ܗมҟの
地理的ޯ഑がଘࡏする（ᔉら 1996C，
2010）。そのため，ؔ東以੢のہ所的
に分෍するミズアオイूஂをอશする
場合，Ҩ఻的多༷性や地理的な分෍ύ
ターンをྀߟすることが必要とߟえら
れる。そこで，以Լに日本産ミズアオ
イおよͼコナΪの葉྘体 D/A の塩ج
഑ྻにおけるมҟを調査した結果を঺
հする。

2002，2003 年に࠾種後，ྫྷଂอଘ
していた日本産ミズアオイ 7 地点お
よͼコナΪ 8 地点の種子֤ 1 ཻから
D/easZ PMant .ini ,it（2iaHen）を
用いてશ D/A をந出した。ந出した
D/A 1�25mL をரܕにશྔ 16�6mL
で PC3 を ߦ い， 葉 ྘ 体 D/A を 増
幅した。プライϚーは，5aCerMet et 

al� 	1991
，/ishi[aXa � 8atanP 
	2000
 を用いた。EYPSAP-*5 処理後
の PC3 産物にͭいて塩ج഑ྻを決定
し，.E(A7 を用いて CMustaM 8 によ
るアライメントをߦい（,umar et al� 
2016），地点間の塩ج഑ྻを比較した。

予උ実験から，ミズアオイの 2 ྖ
域（rps 1 6  イントロン，trnG  	UCC
 イ
ントロン）において 1 塩ج多ܕがଘ
した。そこで，rpsࡏ 1 6  イントロンྖ

域を用いて，྆種の塩ج഑ྻを決定し
た（ද -3）。その結果，コナΪはいず
れのサンプルからも rps 1 6  イントロン
ྖ域から多ܕをݟいͩͤなかった。コ
ナΪは東ೆアジアを原産地とする水稲
ਵ伴植物として౉དྷした࢙前ؼԽ植物
とされていることから（ּ原 1968），
稲作とڞにશࠃに 1 系౷がٸ଎に分
෍֦大した可能性をࣔしているのかも

しれない。ଞํ，日本産ミズアオイの
葉྘体 D/A からは 2 系౷をݟ出した
が，໌ ྎな地域性をݟ出ͤなかった（ද
-2，図 -9）。なお，予උ実験で多ܕを
りの࢒出したݟ 1 ྖ域（trnG  	UCC

イントロン）においても，ミズアオイ
の塩ج഑ྻを決定できたサンプルは
rps 1 6  イントロンの結果と一கする 2
系౷性をࣔしたが，コナΪからはҨ఻

ਤ ��　��೔ຊʹ͓͚ΔϛζΞΦΠͱίφΪͷ஍ཧత෼෍ɻ˔͸ϛζΞΦΠͷ ��Ԙج໨͕(ͷܥ
౷Λɼᒵ৭ͷ˔͸ϛζΞΦΠͷ ��Ԙج໨͕ 5ͷܥ౷Λɼ˘͸ίφΪΛࣔ͢ɻ.BQNBQ�
7FS���ʢాח ����ʣΛվฤͯ͠࡞ਤ

ද��　༿྘ମ%/"ͷSQT�� ΠϯτϩϯྖҬʹ͓͚ΔϛζΞΦΠͱίφΪͷԘجଟܕαΠτ表-2．葉緑体DNAのrps16イントロン領域におけるミズアオイとコナギの塩基多型サイト

1 2 3
7 8 - 8 0 4 3

種名 0 1 5 7 8 9 産地

ミズアオイ T T T T 北海道夕張郡長沼町

ミズアオイ T T T T 北海道札幌市中央区

ミズアオイ T T T T 秋田県山本郡三種町

ミズアオイ G T T T 宮城県名取市

ミズアオイ T T T T 福島県双葉郡楢葉町

ミズアオイ T T T T 静岡県静岡市

ミズアオイ G T T T 愛知県春日井市

コナギ G C C G 宮城県栗原市栗駒八幡

コナギ G C C G 秋田県大曲市四ツ屋

コナギ G C C G 福島県会津美里町

コナギ G C C G 長野県駒ヶ根市下平

コナギ G C C G 長野県

コナギ G C C G 兵庫県加西市

コナギ G C C G 徳島県名西郡石井町

コナギ G C C G 福岡県宮若市

---は，挿入または欠失を示す。

---

---
---

塩基多型サイト

---

---
---

CATAA
CATAA
CATAA
CATAA

---
CATAA
CATAA
CATAA
CATAA
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的多ܕはݟ出ͤなかったため（ૣ川ɾ
಺໺ɹະ公ද），コナΪよりもミズア
オイのํがҨ఻的多༷性は高いとߟえ
られる。

本結果は限られた地点のサンプルと
葉྘体 D/A ྖ域を用いた予උ的なも
のであるため，ミズアオイの地域性を
࿦じるに଍る十分な৘報はಘられな
かった。既報のアロβイムมҟから，
ミズアオイはूஂ಺のҨ఻的มҟがू
ஂ間よりも大きいことが報ࠂされてお
り，ミズアオイにおけるҨ఻的มҟの
໿ 61� はूஂ಺ݸ体間にଘࡏしてい
る（ᔉら 1996a）。そのため，ݹ原ら

（2011）が指ఠするように，開発事ۀ
等のอશ対ࡦやڥ؀഑ྀでやΉをಘず
移植する場合などは，ूஂのҨ఻的多
༷性をอશするために十分なݸ体数お
よͼຒ౔種子ूஂを移植することが必
要である。

ミズアオイおよͼコナΪにはूஂ
಺֎におけるҨ఻的，生ଶ的，ܗଶ
的なมҟがଘࡏする（ᔉら 1996a，
1996C，2010ʀ今ઘ 2010）。そのため，
今後はࠃ಺のみならず 2 種の分෍域
を໢ཏする޿域的かͭৄࡉなサンプリ
ングをߦい，࣍ੈ୅シーέンサーを用
いた高解૾度の系౷地理ֶ的研究やू
ஂҨ఻ߏ଄を೺Ѳすることで，2 種の
Ҩ఻的多༷性にͮجいた防除やอશに
ͭな͛ることができるͩろう。

ँɹࣙ

本ߘの一෦は，公ӹ財ஂ๏ਓ日本植
物調節剤研究協会およͼ +SPS Պ研අ
15H0���6，2631030� の研究ॿ成を

受けて実施したものである。ミズアオ
イおよͼコナΪの࠾種に͝協力いたͩ
いたํʑならͼにࣸਅおよͼࣗ生地৘
報のఏڙをいたͩいた஑田ࢯ໌ߒ，ᔉ
ޫᗁ܀，ࢯ山༝Ղ子ࢯ，஛಺ࢬࠤ子ࢯ
にँײします。
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いた高解૾度の系౷地理ֶ的研究やू
ஂҨ఻ߏ଄を೺Ѳすることで，2 種の
Ҩ఻的多༷性にͮجいた防除やอશに
ͭな͛ることができるͩろう。
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本ߘの一෦は，公ӹ財ஂ๏ਓ日本植
物調節剤研究協会およͼ +SPS Պ研අ
15H0���6，2631030� の研究ॿ成を

受けて実施したものである。ミズアオ
イおよͼコナΪの࠾種に͝協力いたͩ
いたํʑならͼにࣸਅおよͼࣗ生地৘
報のఏڙをいたͩいた஑田ࢯ໌ߒ，ᔉ
ޫᗁ܀，ࢯ山༝Ղ子ࢯ，஛಺ࢬࠤ子ࢯ
にँײします。
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タσՊイψタσଐのͭる性の一年草。શࠃのߞٳ田，
Տ川ෑ，原໺などの࣪った所に生える。ܪ葉はよく分ࢬ
ししばしばᤵをܗ成する。ৎは 1m から 2m。葉はܗ֯ࡾ
から長5。ܗ֯ࡾ 月から 10 月にࢬઌにถཻ大のピンク৭
のՖが 10 のྏ，葉ฑ，葉のཪ面ܪ。どूまって࡙く΄ݸ
຺上などあらΏるところにࢗٯがある。このࢗٯにより
ଞの植物にབྷみͭく。

ʮϔクιカズラʯやʮイψノフグリʯ，ʮϋキダメΪクʯ
などとฒΜで植物໊のѱ໊の୅ද֨とされる。中でもʮϚ
Ϛコノシリψグイʯは，໊෇け਌の຀໺෋太࿠によれば

ʮ࿨໊はٯ向きのࢗのあるܪでܧ฼が଀いܧ子の৲を১く
草という意ຯʯという΄どに，ੌまじい差ผ的な໊前で
はある。໋໊にあたって，຀໺はその໊をすでに֤地で
，ったのではないかといわれるが࠾ばれていた໊前からݺ
では，実ࡍに，ੲはこの草でܧ子の৲を১くといういじ
めがߦわれていたのであろうか。

同体ڞい。ਆ話時୅や子どもがݹ子いじめのྺ࢙はܧ
でཆ育されていた時୅にはなかったことであるが，࠺が
෉のもと΁移って一ॹに฻らし始めたころからىこって
きた。日本でのʮܧ子いじめᩀʯのయܕはʮམۼ物ޠʯ
であるが，この物ޠは，平҆中期のو଒ࣾ会をࣸ実的に

とされている。そうであれば，平҆時୅のޠड़した物ه
中ࠒにはʮシンσレラʯと同じܧ子いじめがߦわれてい
たともߟえられる。

これらのʮܧ子いじめᩀʯの対象は΄とΜどがঁの子
であり，൵ࢂなࢮという結຤もあるが，ܧ子がਓやಈ物
にॿけられ後に成ޭを௫み取るという結຤が多い。実ࡍ
には，༷ʑなܗでܧ子いじめがߦわれていたのであろう
が，シンσレラにͤよམۼのඣにͤよ，もう，ܧ฼が৲
১いしなければならないようなࡀではなかった。৲১い
しなければならないとすればまͩ੺子であるܧ子ではな
いͩろうかと૝૾するのである。

そうであれば，ͩࢗらけのこの草で੺子の৲を১くと
どうなるのか。଀いܧ子であってもその࢓ଧちはあまり
にもΉ͝す͗ることなのͩ，とܧ฼のܧ子΁の࢓ଧちを
ռめようとして໊෇けたのではないͩろうか，というߟ
えにࢸるのである。

多くのʮܧ子いじめᩀʯがܧ子いじめをռめようとし
てੲ話としてޠられてきたように，ͩࢗらけのこの草で
੺Μ๥の৲を১くようなʮܧ子いじめʯをռめる意ຯでʮܧ
子の৲১いʯとݺばれてきたのではなかろうか。

ҼみにؖࠃではʮՇの৲১き草ʯとݺばれるそうである。
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